
長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の改善を求める意見書 
 

平成１８年６月健康保険法等の一部を改正する法律により，７５歳以上の後

期高齢者を対象とした長寿医療制度（後期高齢者医療制度）が，本年４月１日

から導入された。 
この制度は，高齢者の医療費を社会全体で支える新たな公的医療保険制度と

して創設され，都道府県ごとにすべての市町村の加入により設置された後期高

齢者医療広域連合が運営を行っている。 
この制度が始まった４月１日以降，保険証の未着や保険料の徴収ミス，年金

からの天引きが多くの反感を招くなど，制度そのものへの信頼がゆらぎかねな

い状況となっている。 
また，保険料負担において一定の激変緩和措置が設けられたものの，被保険

者の負担のあり方，及び高齢者担当医の導入などの医療制度の改正に関し，多

くの問題が指摘されている。 
国は，国民に制度の意義を十分に理解してもらうと同時に，医療保険に対す

る不安を払拭するための改善努力を行う必要がある。 
よって，本市議会は，高齢者が安心して医療を受けることができるようにす

るため，国において，低所得者へのより一層の配慮など，負担の軽減を図ると

ともに，制度導入後の状況を十分把握・検証し，改善すべき問題点を明らかに

したうえで，早急に必要な措置を講ずるよう，地方自治法第９９条の規定によ

り意見書を提出する。 
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